
日向市のホームページで広報ひゅうがをご覧になれます。
http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

■市政の動き
国の施策・予算に対し関係省庁へ要望活動　など

■まちの話題
歌人若山牧水展 第２部　８月５日（日）から　など

■インフォメーション
臨時サイレンの吹鳴に黙とうのご協力を
防ごう！水難事故　など

■特集
平成 19 年７月 水害特集 

空前の集中豪雨
被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。
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空 前 の 集 中 豪 雨
平成19年 7月水害特集

Jul

13　14
2007

13日　11:30　平岩地区	秋留
この二日間で、日向市消防本部は救助活動など市内各
地に延べ 54件出動。また、640 人もの消防団員が
出動し災害に対する警戒などの消防活動を行った。

市内全域に避難準備情報発令
18 地区３６８世帯９０３人に避難勧告発令

空
前
の
集
中
豪
雨
が

ま
ち
を
襲
う

13 日　11:09　塩見地区奥野入口
市内の道路はいたる所で冠水し、動
けなくなった車両に人が取り残され
る被害もあった。

13 日　9:21
細島地区　八幡神社
滝のように泥水が流れる
境内へ登る階段。

13 日　9:3�　細島小学校
裏山からの濁流は、運動場を飲み込
み、さらに校舎内へも流れ込んだ。

1� 日　耳川東郷橋
避難判断水位を超えた
ため避難勧告発令。

13 日　13:09　財光寺木原
降り止まぬ豪雨。山の採石現場に滝
が現れる。

13 日　1�:2�
市道塩見美々津線（旧広
域農道）楠群付近のり面
崩落現場。市内の各所で
道路は寸断された。

13 日　平岩地区金ケ浜
裏山が崩れ、牛舎が倒壊。親牛３頭、
子牛 1 頭が土砂に埋まり死ぬ被害が
あった。

13 日　9:3�
児童は２階へ避難。水
が引いた時点で無事下
校した。

平成 19 年台風 � 号 DATA　       2007/07/13　8:00 現在

●中心気圧　930hPa ●大きさ　　　大型
●強さ　　　非常に強い ●最大風速　　�0m/sec
●速度　　　20km/h
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空 前 の 集 中 豪 雨
平成19年 7月水害特集

Jul

13　14
2007■特別災害復旧費補助金について

市は「特別災害復旧費補助金」制度により、土砂災害
などで被災した家屋の所有者などに対して、屋内に流
入した土砂など、その撤去にかかった工事経費の一部
を補助しています。
補助対象となる災害
・自然災害（暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、津波など）
補助対象となる人
・災害により被害を受けた家屋の居住者または所有者
のいずれか
補助対象となる工事経費
・家屋の居住の用に供する部分に、流入または堆積し
た土砂、倒木などの障害物を除去する工事経費
※ 居住敷地内でも倉庫や車庫への土砂流入は対象外
補助金の額
・対象工事に要した経費の２分の１に相当する額

    （上限２０万円）
　例：工事経費が１０万円、補助金額は５万円
　　　工事経費が１００万円、補助金は２０万円
補助金申請方法
・「日向市特別災害復旧費補助金交付申請書」に、①領
収書、②経費内訳書、　③現場写真などを添えて、市
役所２階総務課危機管理係に提出してください。
●申請先・問い合わせ
総務課危機管理係（☎内線２２２２）

被災された皆さまへ

■罹
りさい

災証明の発行について
　罹災証明とは、自然災害などにより住家などが破損
した場合、その程度を基準に基づき判定し、証明する
ものです。この証明は、保険の請求や税の減免などの
手続きに必要となります。また、大規模災害が発生し
た場合に行われる各種救援措置もこの罹災判定により
行われます。 
　本証明書が必要な人は、お手数ですが市役所２階総
務課までお越しください。なお、火災による罹災証明
は日向市消防署（☎ �2-28�0）で受け付けています。
●交付窓口
①火災による罹災証明・・・日向市消防本部
②火災以外の罹災証明（水害などによる家屋の被害、
地震による家屋の倒壊など）・・・市役所 2 階総務課
●交付手順
①「罹災証明願」の受付
　罹災証明願は、各窓口で所定の様式を用意しており、
その場で罹災証明願を記入していただきます。
※持参するもの
・罹災物件を確認できる書類及び被災写真など
・印鑑（申請人の印鑑）
②「罹災証明書」の交付
　現地調査により、罹災物件を確認した後、交付する
ことになります。
●証明手数料
証明書 1 通 300 円
●申請先・問い合わせ
・市役所総務課危機管理係（☎内線２２２２）
・日向市消防本部（☎５２−２８４０）

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
援

ー

被
災
者
支
援
制
度
の
窓
口
は
こ
ち
ら
で
す
。

■
生
活
再
建
支
援

弔
慰
金
・
見
舞
金
・
給
付

・
市
小
災
害
弔
慰
金
○
福
祉
課

・
市
小
災
害
見
舞
金
○
福
祉
課

・
日
本
赤
十
字
社
災
害
救
援
物
資
の
配
布
○
福

　

祉
課

税
金
の
減
免

・
個
人
市
県
民
税
の
減
税
、
雑
損
控
除
○
税
務

　

課
・
固
定
資
産
税
の
減
免
○
税
務
課

・
市
税
の
徴
収
猶
予
○
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
○
健
康
づ
く
り
課

■
住
宅
再
建
支
援

・
市
営
住
宅
特
定
入
居
○
建
設
課

・
特
別
災
害
復
旧
費
補
助
金
○
総
務
課

■
そ
の
他

資
金
貸
付
制
度

・
生
活
福
祉
資
金
（
災
害
援
護
資
金
）
○
福

　

祉
課

・
生
活
福
祉
資
金
（
住
宅
資
金
・
緊
急
小
口

　

資
金
）
○
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
課
）

・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
（
住
宅
資
金
）
○
福

　

祉
課

・
県
中
小
企
業
融
資
制
度
（
緊
急
経
営
対
策

　

貸
付
・
災
害
対
策
）
○
県
（
商
工
港
湾
課
）

・
農
林
漁
業
者
災
害
支
援
資
金
（
利
子
補
給

　

制
度
）
○
産
業
経
済
部
農
林
水
産
課

・
農
業
用
施
設
災
害
対
策
資
金
（
サ
ン
シ
ャ

　

イ
ン
21
）
○
農
林
水
産
課

教
育
に
対
す
る
支
援

・
就
学
援
助
○
教
育
総
務
課

・
教
材
及
び
学
用
品
の
支
給
○
教
育
総
務
課

そ
の
他
の
支
援

・
申
請
手
数
料
の
免
除
○
税
務
課

・
ゴ
ミ
の
収
集
○
環
境
整
備
課

・
ゴ
ミ
処
分
手
数
料
減
免
○
環
境
整
備
課

・
家
屋
の
消
毒
○
健
康
づ
く
り
課

・
し
尿
処
理
手
数
料
減
免
○
環
境
整
備
課

・
水
道
料
金
、
下
水
道
料
金
の
減
免
○
水
道
局
、

　

下
水
道
課

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
○
市
民
課

・
国
民
健
康
保
険
医
療
費
一
部
負
担
金
の
減
免

○
健
康
づ
く
り
課

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
免
（
身

　

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・
知
的
障
が

　

い
児
）
○
福
祉
課

・
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
○
福
祉
課

・
保
育
所
入
所
○
福
祉
課

・
保
育
所
負
担
金
の
減
免
○
福
祉
課

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
利
用
（
18
歳
未
満
）
○

　

福
祉
課

・
介
護
保
険
料
の
減
免･

徴
収
猶
予
○
高
齢
者

　

あ
ん
し
ん
課

・
老
人
医
療
費
一
部
負
担
金
の
減
免
○
健
康
づ

　

く
り
課

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
負
担
金
減
免
○
高

　

齢
者
あ
ん
し
ん
課

・
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
事
業
○
農
村
整

　

備
課

・
小
規
模
農
業
用
施
設
整
備
事
業
補
助
金
○
農

　

村
整
備
課

・
復
旧
治
山
事
業
（
国
、
県
）
○
農
林
水
産
課

・
山
地
治
山
事
業
（
県
林
地
荒
廃
防
止
・
市
林

　

地
崩
壊
防
止
）
○
農
林
水
産
課

・
自
治
公
民
館
建
設
費
補
助
金
（
施
設
設
備
修

　

繕
）
○
生
涯
学
習
課

・
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
○
社
会
福

　

祉
協
議
会
（
福
祉
課
）

　

去
る
７
月
13
日
の
記
録
的
な
集
中
豪

雨
と
、
そ
の
後
の
台
風
４
号
は
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
に
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害

な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

こ
の
被
害
は
、
住
居
の
一
部
損
壊
、

床
上
、
床
下
浸
水
あ
わ
せ
て
２
５
６
戸

に
達
し
、
ま
た
公
共
施
設
や
農
林
施
設
、

農
産
物
な
ど
を
含
め
た
被
害
額
は
過
去

に
類
の
な
い
額
に
達
す
る
見
込
み
で

す
。

　

現
在
、
全
力
を
挙
げ
て
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
の
支
援
策
、
被
災
箇
所
の
復
旧

な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ
て

の
復
旧
が
終
了
す
る
ま
で
に
は
、
相
当

の
期
間
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
災
害
を
教

訓
に
、
各
種
の
災
害
発
生
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
防
災
意
識
の
高
揚
な
ど
に
取
り

組
み
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
　

　

７
月
の
観
測
史
上
最
も
強
い
台
風
４
号

は
、
そ
の
強
い
勢
力
の
ま
ま
県
内
を
通
過

し
、
各
地
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し

た
。
市
内
で
は
台
風
の
影
響
で
13
日
に
統

計
史
上
最
多
の
一
時
間
あ
た
り
97
㍉
（
幸

脇
観
測
地
点
）
の
激
し
い
豪
雨
を
観
測
。

　

多
く
の
住
宅
や
店
舗
な
ど
が
床
上
浸
水

し
、
ま
た
、
市
内
の
幹
線
道
路
は
冠
水
や

土
砂
崩
れ
な
ど
で
寸
断
。
災
害
対
策
本
部

は
、
13
日
正
午
、
市
内
全
域
全
世
帯
に
避

難
準
備
情
報
を
発
令
、
市
民
に
早
め
の
自

主
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
細
島
、
日
知

屋
、
財
光
寺
、
平
岩
地
区
で
は
、
多
く
の

世
帯
が
床
上
浸
水
、
ま
た
裏
山
が
く
ず
れ

住
宅
や
店
舗
が
一
部
半
壊
し
た
り
、
土
砂

が
流
入
し
た
り
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
10
号
や
主
な
幹
線
道
路
が

冠
水
、
崩
土
の
流
出
や
落
石
な
ど
で
全
面

通
行
止
め
な
ど
と
な
り
、
長
時
間
に
わ
た

り
市
民
の
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し

ま
し
た
。

　

翌
1�
日
、
降
り
続
く
大
雨
、
上
昇
す
る

河
川
の
水
位
に
、
災
害
対
策
本
部
は
、
土

砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
７
つ
の
地
域
、
河

川
氾
ら
ん
の
恐
れ
が
あ
る
11
の
地
域
、
あ

わ
せ
て
18
地
区
３
６
８
世
帯
９
０
３
人
に
、

近
く
の
避
難
所
へ
速
や
か
に
避
難
す
る
よ

う
勧
告
。
市
内
に
開
設
さ
れ
た
��
の
避
難

所
に
は
一
時
５
０
０
人
を
越
え
る
市
民
が

避
難
し
、
台
風
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
ち
ま

し
た
。

　

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
回
の
集

中
豪
雨―

　

こ
の
よ
う
な
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
で

地
域
社
会
の
防
災
機
能
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○住家被害

半壊  １戸
一部損壊 18 戸
床上浸水 �7 戸
床下浸水 180 戸

○細島小学校 床下浸水　

○公共土木災害 　22� か所
（河川、道路、橋梁など）

○都市災害 　  39 か所
（水道、下水道、公園など）

○農林土木災害 　�22 か所
（農地、ため池、水路など）

被害状況	 	 	 	 7 月 2� 日現在

○13日（金）　空前の集中豪雨
0:04 大雨洪水警報発令
0:40 市役所２階第 � 委員会室に情報連絡本部を設置
8:30 市内各地の市民から、豪雨による道路冠水や土砂崩れ

の通報が相次ぐ
10:00 災害警戒本部設置
10:30 災害対策本部に移行
10:38 市内消防団員を招集
11:00 国道 327 号出口〜永田、崩土のため全面通行止め

11:05 国道 10 号遠見黒潮ドライブイン付近、がけ崩れ
日向消防署南分遣所前冠水　全面通行止め

11:45 財光寺（松原、三枝、木原住宅）冠水
11:59 平岩石田橋右岸河口堤防決壊

12:00 市内全域（2 万 � 千世帯６万２千人）に避難準備情報
発令

12:40 遠見地区　地鳴りあり　３世帯６人に避難勧告
15:40 国道 10 号赤岩橋付近 下り車線崩落 片側通行
16:30 国道 10 号遠見黒潮ドライブイン付近 片側通行
21:40 暴風警報発令
○14日（土）　土砂災害、河川氾らんの恐れ
7:30 幸脇、財光寺（松原）、日知屋（竹ノ上）、細島（清正・

吉野川）79 世帯、207 人に避難勧告
9:40 耳川東郷橋　氾らん注意水位到達（４.00 ｍ）
11:50 塩見（奥野）財光寺（山下）� 世帯８人に避難勧告
12:10 大内原ダム放水量 2,000 ㌧超
12:20 耳川東郷橋　４.26 ｍ　水位上昇
13:00 平岩（赤岩）地区１世帯３人に避難勧告
13:20 河川氾らんの恐れがあるため、耳川、小丸川流域住民

　11 地区 298 世帯 720 人に避難勧告
13:20 梶木地区 1 世帯 2 人に避難勧告
20:00 災害警戒本部に移行
21:20 耳川、小丸川流域住民への避難勧告解除

情報連絡本部へ移行
○15日（日）　警報解除

7:20 大雨警報解除　松原、竹ノ上、奥野、山下、赤岩、梶
木地区への避難勧告を解除　情報連絡本部解散

経過

観
測
史
上
最
多
、
一
時
間
あ
た
り
97
㍉
の
豪
雨
を
記
録
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

　

心
か
ら
お
見
舞
い

　
　
　

申
し
あ
げ
ま
す
。
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住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ー

国
の
施
策
・
予
算
に
対
し
関
係
省
庁
へ
要
望
活
動
。

　

市
で
は
、
市
の
政
策
の
推
進
に
あ
た
り

制
度
の
改
正
な
ど
国
に
働
き
か
け
を
行
う

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
翌
年
度
の
国
の
施

策
・
制
度
・
予
算
へ
の
反
映
を
目
指
し
、

国
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

黒
木
健
二
市
長
と
甲
斐
敏
彦
市
議
会
議

長
は
７
月
５
、６
日
、
こ
の
要
望
活
動
の

た
め
上
京
し
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産

省
、
国
土
交
通
省
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

昨
年
、
本
市
で
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
策
と
し
て
、
感
染
経
路
の
究

明
、
再
発
防
止
の
徹
底
、
防
疫
措
置
に
伴

う
損
失
に
つ
い
て
の
養
鶏
農
家
や
加
工
・

流
通
事
業
者
な
ど
の
へ
の
支
援
制
度
の
充

実
強
化
な
ど
、
次
の
８
項
目
に
つ
い
て
関

係
省
庁
に
早
急
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

●
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の
医
師
育
成
・

確
保
対
策
に
つ
い
て
（
要
望
先 

厚
生
労

働
省
）

●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

（
要
望
先 

農
林
水
産
省
）

●
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
政
策
の
充
実

に
つ
い
て
（
要
望
先 

農
林
水
産
省
）

●
重
要
港
湾
細
島
港
の
整
備
促
進
に
つ
い

市政の動き

て
（
要
望
先 

国
土
交
通
省
）

●
耳
川
河
川
改
修
事
業
の
早
期
完
成
に

つ
い
て
（
要
望
先 

国
土
交
通
省
）

●
東
九
州
自
動
車
道
・
九
州
横
断
自
動

車
道
延
岡
線
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

（
要
望
先 

国
土
交
通
省
）

●
道
路
整
備
促
進
の
た
め
の
道
路
特
定

財
源
の
確
保
及
び
充
実
強
化
に
つ
い
て

（
要
望
先 

国
土
交
通
省
、
財
務
省
）

●
国
道
10
号
門
川
日
向
拡
幅
（
延
伸
）

の
早
期
整
備
に
つ
い
て
（
要
望
先 

国
土

交
通
省
）

地
元
で
の
就
職
活
動
を
応
援

ー
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！　

宮
崎
県
就
職
説
明
会
（
日
向
会
場
）

　

県
と
市
で
は
、
県
内
で
仕
事
を
探
し

て
い
る
人
た
ち
と
、
人
材
を
求
め
る
県

内
企
業
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
就
職

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

●
対
象
者

・
来
春
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
人

（
高
校
卒
業
予
定
者
を
除
く
）、
既
卒
未

就
職
の
人
、
求
職
活
動
中
の
人
、
転
職

を
考
え
て
い
る
人
な
ど
、
県
内
で
の
就

業
を
希
望
す
る
人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

・
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
と
き　

８
月
８
日（
水
）　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

●
と
こ
ろ　

ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日

向
（
日
向
市
上
町
７—

３
）

●
事
前
の
手
続
き
・
参
加
料

　

事
前
の
申
込
手
続
き
は
不
要
。
当
日

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は

無
料
で
す
。

●
参
加
企
業　

下
記
の
22
社
が
参
加
予

定●
内
容 

企
業
と
の
個
別
面
談
、
各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
開
設
。
配
布
資
料
を

元
に
、
興
味
の
あ
る
会
社
の
区
画
へ
積

極
的
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業

の
担
当
者
と
自
由
に
話
が
で
き
ま
す
。

●
準
備
す
る
も
の　

筆
記
用
具

※
当
日
の
記
載
台
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
「
受
付
票
」「
企

業
訪
問
カ
ー
ド
」
が
事
前
に
準
備
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
雇
用
産

業
↓
職
業
労
働
↓
宮
崎
県
就
職
説
明
会

Ｔ
Ｏ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
翌
８
月
９
日（
木
）
に
は
同
時

刻
に
延
岡
会
場
（
延
岡
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
）
が
開
か
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
港
湾
課
商
工
振

興
係
（
☎
内
線
２
６
３
５
）

①
老
人
医
療
受
給
者
お
よ
び

　

国
保
高
齢
受
給
者
の
人
は

　

入
院
し
た
と
き
に
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
と
食
事
代
は
以
下
の

と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
税
非
課
税
世
帯
」（
表
１
参
照
）

の
人
は
減
額
認
定
制
度
に
該
当
し
ま
す

の
で
、
入
院
の
際
は
認
定
証
の
交
付
を

申
請
し
、
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
こ
の
制
度
を
受
け
て
い
る
人
に

つ
い
て
も
、
７
月
31
日
で
認
定
期
限
が

切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人

は
、「
老
人
医
療
受
給
者
証
」（
ま
た
は

高
齢
受
給
者
証
）、「
保
険
証
」、「
印
鑑
」

を
持
参
の
う
え
、
健
康
づ
く
り
課
国
民

健
康
保
険
係
（
市
役
所
７
番
窓
口
）
ま

た
は
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
住
民

生
活
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
世
帯
の
異
動
な
ど
に
よ
り

課
税
世
帯
に
な
る
と
、
こ
の
制
度
の
認

定
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

表1）７０歳以上の自己負担限度額　（１か月あたり）

区　　分
自己負担限度額

食事代（１食 )
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者 44,400円 80,100円＋〈医療費 -267,000〉× 1％
【44,400円】 ２６０円

一　　　　　　般 12,000円 44,400円 ２６０円

低所得者
（住民税非課税）

Ⅱ
8,000円

24,600円 ２１０円
（※1１６０円）

Ⅰ 15,000円 １００円

※1	入院日数が９０日を超えた場合、申請した翌月から１６０円

②
70
歳
未
満
の
国
民
健
康

　

保
険
加
入
の
人
は

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
70
歳
未
満

の
人
が
入
院
を
し
た
と
き
は
、
限
度
額

適
用
認
定
証
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
）
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
す
る
場
合
は
忘
れ
ず
に
限
度
額

適
用
認
定
証
の
交
付
を
申
請
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
認
定
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
こ
の
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
は
、
７
月
31
日
で
期
限
が
切
れ

て
い
ま
す
の
で
、
更
新
が
必
要
な
人
は

「
保
険
証
」「
印
鑑
」
を
持
参
の
う
え
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

表２）７０歳未満の人の自己負担限度額　（１か月あたり）

区　　　分 自己負担限度額 食事代（１食）

上位所得者 150,000円＋（かかった医療費－500,000）×１％【83,400円】 ２６０円

一　　般 80,100円＋（かかった医療費－267,000）×１％【44,400円】 ２６０円

住民税非課税世帯 35,400円	【24,600円】 ２１０円
（※2１６０円）

※2
　	入院日数が９０日を超えた場合、申請した翌月から１６０円

【　　】の金額は、年４回以上高額療養費の支給に該当した場合の４回目以降の自己負担限度額

入
院
時
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、

更
新
の
お
知
ら
せ
で
す
。

こ
の
手
続
き
な
ど
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
づ
く
り

課
国
民
健
康
保
険
係
（
☎
内
線

２
１
５
５
、２
１
５
４
）、
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

㈱
西
の
丸

ア
ミ
ュ
ー
ズ
㈱

㈱
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

㈱
日
向
製
錬
所

東
郷
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
㈱

Ａ
Ｉ
Ｇ
エ
ジ
ソ
ン
生
命
保
険
㈱
延
岡
営
業
所

㈱
カ
ナ
ヤ
マ

日
本
エ
イ
ム
㈱

社
会
福
祉
法
人　

ひ
ま
わ
り
会

㈱
テ
ィ
エ
ス
テ
ィ

㈲
山
学
美
術
工
芸
社

㈱
メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ジ

ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
シ
ー
・
ア
ー
ル
・
エ
ム
宮
崎
㈱

㈱
エ
ー
ワ
ン

㈱
ジ
ョ
イ
フ
ル

㈱
マ
ル
イ
チ

日
本
ア
イ
テ
ィ
デ
ィ
㈱

日
向
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
日
向
）

㈱
ク
リ
エ
ー
ト

㈱
日
向
中
島
鉄
工
所

㈱
ウ
イ
ル
テ
ッ
ク
九
州

デ
ル
㈱

●
参
加
予
定
企
業
（
順
不
同
）
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■若者の仕事探しを応援します !
　「ヤング JOBサポートみやざき」延岡オープン
　若年者の就職に関する相談に応じている「ヤング

JOB サポートみやざき」の延岡サテライト施設が、8

月 6 日にオープンしました。就職活動中の人、履歴

書の書き方や面接で悩んでいる人などに、いろいろな

サービスを提供しています。お気軽にご利用ください。

●場　所　延岡商工労政事務所内 ( 延岡市愛宕町 2-1�) 

●対象者　おおむね 30 歳未満の若年者 

●開館日時　月曜日〜金曜日（土日、祝祭日、年末年

始は休館）午前 9 時〜午後５時

●相談　全て無料です

 ・専門の相談員による個別就職相談

 ・パソコンを利用した職業適性診断

 ・就職支援セミナーの開催

 ・無料職業紹介 

 ・各種就職関連情報の提供　など

●申込・問い合わせ　☎０９８２−３５−２１１６

●HPアドレス　http：//www.yjs-miyazaki.jp

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線 2132）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

延岡社会保険事務所では、直接相談にこれ
ない人のために、毎月「第４水曜日」の午
前 10時から午後３時まで、日向市におい
て「年金巡回相談」を開設しています。会
場は、日向市役所南側青少年ホームです。
年金のことならどんな事でも結構ですの
で、お気軽にご利用ください。（会場を変
更する場合がありますので、事前に市役所
年金係へ問い合わせください。）

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

精霊流し
さだまさし／著
幻冬舎

は、こんなに
も悲しみを背
負い、それで

も静かに笑ってい
る。運命を受け入れ、
人生を懸命に生き抜
いた、もう帰らない
人々…。名曲「精霊
流し」の原点を愛惜
込めてつづる、初の
自伝的小説。

昭和夏休み大全
市橋芳則／著
河出書房新社

っ黒に日焼け
して、遊びに
明け暮れた毎

日。夏の終わりが近
づくと、宿題や自由
研究・絵日記を思い、
決まって憂うつにな
った…そんなあのこ
ろの夏休み、思い出
の旅に出てみよう。
昭和 30年代の夏休
みをビジュアルに再
現。

真

虫のくらし写真館①
カブトムシ
高家博成／監修　ポプラ社

に興味をもち
はじめた子ど
も に 向 け て、

身近な虫の生態を貴
重な写真とやさし
い文章で紹介。第 1
巻では夏の人気者、
カブトムシの角の秘
密や、くらしぶりを
紹介。図鑑のページ
には世界のカブトム
シも収載する。

虫

おじいちゃんちでおとまり
なかがわちひろ／作・絵
ポプラ社

くは、おじい
ちゃんの家に
ひとりで泊ま

りに来た。はじめて
のおとまりに、ちょ
っと心配…。そんな
ぼくに、おじいちゃ
んは、かつて海で大
冒険した話を聞かせ
てくれて…。おじい
ちゃんと「ぼく」と
のひと時を、楽しく
描いた絵本。

ぼ

■ 新しく入った本 ■
◎シー・ラブズ・ユー
 （小路幸也／集英社）

◎プロフェッショナルな修理
 （足立紀尚／中央公論新社）

◎チャンスがあれば…
　ストリートチルドレンの夢
 （チャンスの会／岩崎書店）　      ほか

乳幼児 /午前10 時 30 分～11時
2日　9日　16日　23日　30日
幼児 /午後3 時 30 分～ 4 時
８日　１５日　２２日　２９日

小学生 /午前11時～11時 30 分
4日　11日　18日　25日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■８月のおはなし会■

　

夏
休
み
が
始
ま
っ
て
10
日
以
上
過
ぎ
ま

し
た
が
、
お
子
さ
ん
の
生
活
リ
ズ
ム
は
不

規
則
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

長
い
お
休
み
は
、
つ
い
つ
い
、
だ
ら
だ

ら
と
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
、
元
気
に
夏
休
み

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

早
寝
、
早
起
き
し
て
い
ま
す
か
？

　

夜
10
時
以
降
に
寝
る
子
ど
も
た
ち
の
増

加
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
更
か
し
を
す
る
こ
と
に
よ
る
問
題
点

と
し
て
・
・
・
。

①
心
身
の
成
長
を
妨
げ
る
。

　

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
眠
っ
て
い
る
間
に

分
泌
さ
れ
、
体
の
成
長
を
促
し
ま
す
。
ま

た
、
脳
は
寝
て
い
る
間
に
成
長
し
ま
す
。

　

夜
更
か
し
、
睡
眠
不
足
で
は
、
こ
れ
ら

の
働
き
が
十
分
に
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

②
生
体
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
。

　

睡
眠
が
短
い
と
、
睡
眠
中
に
分
泌
さ
れ

る
ホ
ル
モ
ン
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
自
立

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
た
り
し
ま
す
。

　

疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く

な
っ
た
り
、
集
中
力
が
低
下
し
た
り
し
て

き
ま
す
。

③
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

　

夜
更
か
し
に
よ
り
、
慢
性
的
な
時
差
ボ

ケ
状
態
に
な
る
と
、昼
間
ボ
ー
ッ
と
し
て
、

イ
ラ
イ
ラ
感
が
で
て
き
ま
す
。

　
「
親
子
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
を
見
て

い
る
う
ち
に
、
も
う
午
後
10
時
」、「
夏
休

み
ぐ
ら
い
は
」
と
い
っ
て
、
子
ど
も
の
就

寝
時
間
を
延
ば
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　
　

ま
ず
は
、
午
後
９
時
、
就
寝
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
て

い
ま
す
か
？

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
時
間
は
、
ど
ん
ど

ん
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
寝
る
の
が
遅

い
の
だ
か
ら
、朝
は
起
き
れ
な
い
。
当
然
、

朝
食
を
取
ら
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。
朝
食
は
、
子
ど
も
た
ち
の
集
中
力
を

高
め
て
、
脳
と
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
つ

く
る
た
め
の
大
切
な
習
慣
で
す
。

　

夏
休
み
中
に
、
生
活
サ
イ
ク
ル
を
崩
さ

な
い
よ
う
に
、
早
寝
・
早
起
き
を
し
て
、

き
ち
ん
と
朝
食
を
取
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

毎
朝
、
排
便
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

健
康
な
大
便
を
表
現
す
る
時
に
、
水
に

浮
か
ん
だ
バ
ナ
ナ
で
た
と
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
毎
朝
、
そ
ん
な
「
健
康
な

バ
ナ
ナ
」
に
会
え
る
よ
う
に
、
こ
の
夏
休

み
に
排
泄
の
習
慣
も
つ
け
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

学
校
保
健

☎
54
︱
１
９
１
９

■ ８月の休 館 日  ■
１日　６日　13日
20日　27日

人

■８月・９月の上映会
～プログラム～

●８月１２日（日）
１０:３０～（対象：こども）
　浦島太郎・絵姿女房・耳なし芳一
　ディズニーの三びきのこぶた
１４:３０～（対象：こども・一般）
　ブンナよ　木からおりてこい
●９月９日（日）
１０:３０～（対象：こども）
　一休さん・髪長姫
　かんすけさんとふしぎな自転車
１４:３０～（対象：こども・一般）
　あらいぐまラスカル

■
夏
休
み
の
健
康
管
理
は

　

大
丈
夫
で
す
か
？

Q. 年金のことで、延岡社会保険事務所に
行こうと思っていますが、遠方で不便
な上、車の免許も持っていません。日
向市で相談を受けられると聞いたので
すが？

家庭や職場からインターネットを通じて、
行政機関に申請や届出（電子申請）を行う
ためには、他人によるなりすましや、改ざ
んなどの危険性を防ぐための確かな本人確
認手段が必要となります。それを実現した
安全な制度を「公的個人認証サービス制度」
といい、平成１６年１月からスタートして
います。公的個人認証サービスの利用を希
望する人は住所地市町村窓口でご自身の住
基カードを作成し、電子証明書の交付を受
けていることが前提となります。また、利
用できるサービス（電子申告、旅券申請な
ど）は、各都道府県や市町村によって異な
りますので、事前にご確認ください。

いろいろな申請や届出は、インター
ネットを通じて、できないのですか？

A.

Q.

A.

年金巡回相談
●毎月　第４水曜日
●時間　午前 10 時から
　　　　午後　3 時まで
●会場　青少年ホーム

※平成 20 年 3 月までの予定

8月 22日（水）
　9月 26日（水）
10月 24日（水）
11月 28日（水）
12月 26日（水）
　1月 23日（水）
　2月 27日（水）
　3月 26日（水）

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
　営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■きっと心にひびく何かがある･･･
　「夏休みふれあい映画祭」入場無料
　宮崎県では、毎年 8 月を人権啓発強調月間として

います。今年も、「みんなで奏
かな

でる心と心のハーモニー」

をテーマに、夏休みふれあい映画祭を開きます。

ご家族や友だちどうし、ぜひお越しください。

●と　き　8 月 16 日（木）午後２時〜４時１０分

●ところ　日向市中央公民館ホール

●上映プログラム
・おじゃる丸 ちっちゃいものの大きなちから（アニメ 11 分）

・名前･･･それは燃えるいのち（アニメ 18 分）

・アイスエイジ２（ディズニィーアニメ 91 分）

●問い合わせ　市役所同和対策室（☎内線 28�1）

▼携帯サイトはこちら

■清掃講習の受講者を募集します
　働く意欲のある高齢求職者の雇用・就業機会の確保

を推進することを目的とした講習で、ビルクリーニン

グに関する器具取扱いから清掃方法までの基礎知識と

技能を習得するものです。

●講習期間　9 月 3 日〜 1� 日（土曜、日曜は休み）

●受講料　　無料

●場　所　　( 社 ) 日向市シルバー人材センター

●応募資格　県内在住の健康な高齢者（原則として就

職意欲のある 60 歳台前半層の人）

●定　員　　20 名

●申込期限　8 月 20 日（月）

●申込・問い合わせ　( 社 ) 日向市シルバー人材セン

ター（☎５２−２２００）



1011

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職
場

の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
ま
し

た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
︵
☎
内
線
２
２
３
５
︶
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

まずは身近な宮崎の観光名所を
JA 日向で金融窓口を担当しています。先月行わ
れたわんぱく相撲大会では、異業種の仲間たちと
実行委員をやりました。休日はサッカーをしたり
映画を観に行くことが多いですね。ドライブも好
きで、最近、県内の名所を巡ってみようかなと思
っています。何か新しい発見がありそうですから。

兵頭　源
げ ん き

樹 さん（24 歳：花ケ丘）

涼しいところへ旅行に行きたい
市内の病院で看護師をしています。体を動かすの
が大好きで、社会人になってテニスを始めました。
最近では中学、高校とやっていたバドミントンも
再開。毎日、活動的に楽しく過ごしています。暑
い日が続いていますが、今年の夏こそは、友だち
とどこか涼しいところに旅行にでも行きたいな。

山田　ゆかり さん（22 歳：塩見）

富士の美しさに感動
人生最大のアドベンチャー（後）

グレイス・ワン
ニュージーランド（ＮＺ）
から来た日向市国際交流員

　

４
年
前
に
富
士
山
で
見
た

あ
の
朝
日
は
今
で
も
は
っ
き

り
心
の
中
に
映
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
シ
ュ
マ
ロ
み
た
い
な
雲

海
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
、
そ

し
て
い
き
な
り
何
も
な
い
ち

ょ
っ
と
灰
色
の
空
の
中
か
ら

小
さ
い
赤
い
点
が
現
れ
、
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
朝
日
の
美
し
さ
に
圧

倒
さ
れ
、「
わ
〜
き
れ
い
！

^o^
」
と
姉
と
騒
ぎ
ま
し
た
。

　

金
色
の
光
は
寒
く
て
疲
れ

た
私
た
ち
の
体
を
暖
め
て
く

れ
、
ま
た
元
気
も
く
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
感
動
と
同

時
に
、
不
安
も
い
っ
ぱ
い
残

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
九
合

目
に
い
た
か
ら
で
す
。
お
ま

け
に
自
分
よ
り
た
く
ま
し
い

友
だ
ち
２
〜
３
人
が
、
な
ん

と
八
合
目
で
リ
タ
イ
ア
し
た

の
で
す
。｢

私
は
頂
上
ま
で

登
れ
る
か
な

@_@
？｣

と
心
配

に
な
り
、
し
か
も
、
み
ん
な

が
先
に
進
み
姉
と
二
人
だ
け

取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

と
う
と
う
疲
れ
に
負
け
、
人

生
初
め
て
路
上
に
そ
の
ま
ま

横
に
な
っ
て
、
寝
ま
し
た
-_-z
。

　

あ
の
山
の
瓦が

れ
き礫
の
上
で
そ

の
ま
ま
寝
れ
た
こ
と
は
今
で

も
不
思
議
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
て
、

今
帰
っ
た
ら
今
ま
で
の
努
力

が
無
駄
に
な
る
と
思
い
、
１

時
間
後
に
ま
た
頂
上
を
目
指

し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

初
め
て
体
験
す
る
こ
と
が

多
い
こ
の
旅
。
酸
素
缶
も
初

め
て
使
い
ま
し
た
。
富
士
山

の
上
は
空
気
が
と
て
も
薄
く

て
、
念
の
た
め
に
用
意
し
た

酸
素
が
と
て
も
役
に
立
ち
ま

し
た
。
や
が
て･･･

山
頂
の
門

を
通
っ
た
時
、
本
当
に
超
感

動
し
ま
し
た
^_^
。

　

頂
上
に
着
い
た
の
は
朝
の

９
時
で
、
五
合
目
を
出
発
し

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
12
時
間
。

姉
と
二
人
で
ず
っ
と
頂
上
か

ら
の
景
色
を
眺
め
て
、
そ
の

感
動
と
嬉
し
さ
を
じ
っ
く
り

味
わ
い
ま
し
た
。
下
山
も
と

っ
て
も
大
変
で
し
た
。
今
で

も
あ
の
時
、
富
士
山
を
登
れ

た
の
は
体
力
で
は
な
く
、
気

力
で
登
れ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の

か
を
試
せ
て
、
そ
の
結
果
に

大
満
足
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
富
士
山
を

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ひょっとこ外国人連結成
ただいま特訓中です！

グレイス！ 県内の国際交流員
や英語指導助手として働いてい
る仲間たちと、今夏のひょっと
こ祭り参加に向け外国人連を結
成しちゃいました。ぜひみんな
ひょっとこ祭りに来て、私たち
を応援してくださいね〜 (^_^)v

このまちの人たち ー ボイス

こ
の
ま
ち
の
若
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち

出
会
い
か
ら
生
ま
れ
る
記
事

常
に
読
者
の
目
線
で―

。
 

政
治
�
経
済
�
文
化
�
芸
能
�
ス
ポ
�

ツ
に
い
た
る
ま
で
�
毎
日
起
こ
る
出

来
事
を
�
良
心
に
し
た
が
�
て
公
正

な
立
場
か
ら
�
そ
の
真
実
�
事
実
を

読
者
に
伝
え
る—

�
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
�
昼
夜
を
問
わ
ず
日
向
�
入

郷
地
域
の
時
の
流
れ
を
追
い
か
け
る

若
手
記
者
二
人
�

 
﹁
取
材
を
通
じ
て
多
く
の
人
た
ち
と

出
会
う
機
会
が
あ
り
ま
す
�
日
ご
ろ

か
ら
�
常
に
読
者
の
目
線
に
立
�
て

物
事
を
と
ら
え
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
﹂
と
嬉
野
記
者
︵
右
︶�

 
﹁
わ
か
り
や
す
く
物
事
を
読
者
に
伝

え
�
住
民
と
行
政
の
距
離
を
縮
め
る

の
が
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
�

そ
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
で
す
﹂
と

井
口
記
者
︵
左
︶�
二
人
は
仕
事
に
か

け
る
思
い
を
そ
う
語
�
た
�

 

人
と
の
出
会
い
か
ら
記
事
は
生
ま

れ
る
と
い
う
こ
と
�
物
事
と
人
と
の

つ
な
が
り—

�
そ
の
大
切
さ
�

 

実
は
取
材
さ
れ
る
立
場
は
�
初
め

て
と
い
う
�
少
々
緊
張
し
照
れ
て
み

せ
る
二
人
�
レ
ン
ズ
を
向
け
て
も
な

か
な
か
い
つ
も
の
笑
顔
は
出
て
こ
な

い
�

 

だ
が
一ひ

と
た
び度
取
材
へ
出
る
と
�
記
事

を
追
い
か
け
る
彼
ら
の
眼
は
鋭
く
光

る
�
時
を
写
し
�
真
実
を
追
い
�
伝

え
る
と
い
う
使
命
を
背
負
う
彼
ら
�

 

今
日
も
こ
の
ま
ち
の
ど
こ
か
で
�

カ
メ
ラ
を
手
に
特
ダ
ネ
探
し
に
�

奔ほ
ん
そ
う走
す
る—

�

が
無
駄
に
な
る
と
思
い
、
１

時
間
後
に
ま
た
頂
上
を
目
指

し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　

初
め
て
体
験
す
る
こ
と
が

多
い
こ
の
旅
。
酸
素
缶
も
初

め
て
使
い
ま
し
た
。
富
士
山

の
上
は
空
気
が
と
て
も
薄
く

て
、
念
の
た
め
に
用
意
し
た

酸
素
が
と
て
も
役
に
立
ち
ま

夕刊デイリー新聞社　日向支社編集部

記者　嬉
うれしの

野　渉
	わたる

	さん（25歳）
入社後、１年の延岡本社勤務を経て、日
向支社に赴任し３年目。
延岡市出身

読者とともにつくる新聞づくりを心がけ、
毎日が勉強と思って仕事しています。

宮崎日日新聞社　日向支局

記者　井
いのくち

口　健二	さん（28歳）
入社後、宮崎本社に勤務。警察・県政担当
を経て今年４月、日向支局に赴任。
入社６年目　長崎県出身

私たちの仕事、新聞記者は人と出会える機
会が最も多い職業だと思っています。
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■正確にかつ迅速に

第
２
回
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
・
お
舟
出

の
湯
囲
碁
大
会
が
６
月
30
日
、
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
棋
力

の
向
上
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
日
本
棋
院
日
向
支
部
が
開
い

た
も
の
で
、
囲
碁
愛
好
家
約
�0
人
が

参
加
。
盤
面
を
見
つ
め
る
顔
つ
き
は

真
剣
そ
の
も
の
で
、
盤
上
で
は
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大

会
を
終
え
た
参
加
者
は
、
ゆ
っ
た
り

と
湯
に
浸
る
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ

後
、
交
流
会
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

■棋友が絶景に集い交流

東
九
州
自
動
車
道
門
川
〜
日
向
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
一
部
、
日
向

第
二
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
６
月
27

日
、
本
谷
地
区
の
現
地
で
関
係
者
約

１
０
０
人
が
参
加
し
盛
大
に
開
か
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
富
高
保
育
園
児

た
ち
も
子
ど
も
み
こ
し
で
参
加
。
同

ト
ン
ネ
ル
は
、
こ
の
区
間
３
本
の
う

ち
最
初
に
貫
通
し
た
も
の
で
全
長

４
９
８
�
。
供
用
開
始
は
平
成
22
年

度
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
も
着
々

と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■日向第二トンネル貫通

歌
人
若
山
牧
水
展
第
２
部　

８
月
５
日（
日
）か
ら

生
涯
の
友
「
平
賀
春
郊
」
に
宛
て
た
牧
水
全
集
未
収
録
91
通
を
含
む
２
５
３
通
の
真
筆
書
簡

牧
水
に
秀
歌
を
詠
ま
せ
た
女
性
た
ち

本
市
、
門
川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚
お

よ
び
椎
葉
村
は
７
月
20
日
、「
日
向
・

東
臼
杵
郡
市
町
村
災
害
時
相
互
支
援

に
関
す
る
協
定
」
に
調
印
。
こ
の
協

定
は
、
広
域
的
な
災
害
対
策
の
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
災
害
時
に
お

け
る
よ
り
迅
速
か
つ
細
や
か
な
相
互

支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
結
ば
れ
た

も
の
で
す
。
市
長
は
圏
域
住
民
に
と

っ
て
大
変
心
強
く
今
後
の
広
域
的
な

災
害
、
防
災
体
制
の
充
実
つ
な
が
る

と
確
信
し
ま
す
と
挨あ
い
さ
つ拶

し
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
東
郷
町

消
防
団
が
６
月
2�
日
、
日
向
市
消
防

団
が
７
月
１
日
、
市
内
で
開
か
れ
ま

し
た
。
操
法
の
正
確
さ
や
標
的
を
倒

す
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合
う
こ

の
大
会
に
は
、
各
団
あ
わ
せ
て
��
隊

が
出
場
。
一
秒
で
も
タ
イ
ム
を
縮
め

よ
う
と
全
力
で
駆
け
抜
け
る
姿
に
会

場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
来
年
４
月
、
２
団
は
統
合
す

る
た
め
、
東
郷
町
消
防
団
と
し
て
は

最
後
の
操
法
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

門
川
町

第
22
回か

ど
が
わ

納
涼
花
火
大
会

■災害時互いに支援を

●
問
い
合
わ
せ

若
山
牧
水
記
念
文
学
館

日
向
市
東
郷
町
坪
谷
１
２
７
１
番
地

☎
68—

９
５
１
１

　

今
年
の
夏
も
門
川
の
夜
空
に

大
輪
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
！

　

第
22
回
か
ど
が
わ
納
涼
花
火

大
会
で
は
、
日
向
灘
を
舞
台
に

約
４
、０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の

夜
空
を
演
出
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
花
火
大
会
は
、
毎
年
皆

さ
ん
か
ら
の
協
賛
金
に
よ
っ
て

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
2�
日（
土
）

　

※ 

雨
天
順
延

午
後
８
時
よ
り
打
ち
上
げ
開
始

●
と
こ
ろ　

門
川
町
庵
川
漁
港

※
当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

門
川
町
役
場 

産
業
振
興
課
商
工
係
（
☎
63—

１
１
４
０
内
線
２
９
１
）

開
催
期
間　

８
月
５
日（
日
）〜
11
月
４
日（
日
）

開
催
場
所　

若
山
牧
水
記
念
文
学
館

花火大会
午後９時〜
「とうごう」の夜空に咲く大輪の花を
ぜひご覧ください。

総踊り大会
午後３時〜
盆踊り（高鍋盆踊り・東郷音頭他）
創作踊り・和太鼓演奏

テント村
午後３時〜
農林産品・加工品・焼き鳥
かき氷・串焼き・生ビールなど

カヌー体験教室
午後１時〜午後３時
会場横、耳川河川

※当日の天候などにより、内容や時間
などが変更になる場合があります。

2007牧水の里・夏祭り実行委員会
☎ 0982(69)3900

会場

至日向

至南郷

至西郷　R３２７

R
４
４
６

P2 P1
P3

耳川

会場周辺図

道の駅とうごう

　　　　　



1�

し
て
い
ま
す
。
常
に
子
ど
も
が
ど
こ

で
遊
ん
で
い
る
か
を
把
握
し
、
子
ど

も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
小
さ
な
子
ど
も
は
水
深
の
浅
い
場

所
で
も
お
ぼ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
側
溝
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
危
険
な
場
所
に
は
近
寄
ら
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
万
が
一
、
水
難
事
故
が
発
生
し
て

も
、
泳
い
で
助
け
る
こ
と
は
せ
ず
に
、

大
声
で
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
周

り
の
人
に
知
ら
せ
、
１
１
９
番
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
然
の
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
ま

す
。
天
気
や
増
水
な
ど
に
注
意
し
て
、

無
理
な
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
海
や
川
で
釣
り
な
ど
を
す
る
場
合

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
相
談

係
（
☎
内
線
２
１
４
０
）

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」、
９
日

か
ら
1�
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
救
急

医
療
週
間
」で
す
。市
消
防
本
部
で
は
、

広
く
市
民
に
救
急
法
を
普
及
す
る
た

め
に
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
救
急
法
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

1�

●
と
き　

消
防
署
３
階　

大
会
議
室

●
と
こ
ろ　

９
月
９
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
12
時

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
受
講

定
員
は
先
着
�0
人
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
消
防
本
部
（
☎
�2—

２
８
４
０

�2—

０
１
１
９
）

　

な
ぎ
な
た
と
い
う
競
技
は
、
２
ｍ

の
道
具
を
用
い
て
試
合
（
剣
道
に
似

て
い
ま
す
）
も
し
く
は
演
技
（
形
）

に
よ
り
競
う
、
世
界
大
会
も
開
催
さ

れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日
向
市

な
ぎ
な
た
連
盟
で
は
小
学
生
か
ら
83

歳
ま
で
い
っ
し
ょ
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
度
、
こ
の
教

室
で
な
ぎ
な
た
を
振
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
と
き　

９
月
１
日
（
土
）
〜
29
日

（
土
）
毎
週
土
曜　

全
５
回　

午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

武
道
館
２
階　

剣
道
場

●
内　

容　

基
本
動
作
か
ら
指
導
。

●
定　

員　

30
人
程
度
（
年
齢
・
性

別
制
限
な
し
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
期
間　

教
室
終
了
ま
で
随
時

受
付
。

●
申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
（
主
に
連
絡
が
と
れ
る
も

の
）
に
つ
い
て
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

日
向
市
な
ぎ
な
た
連
盟
（
上
原
☎
�2—

３
０
３
８
、
河
野
☎
�8—

０
２
９
１
）

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
「
お

金
」「
環
境
」「
食
」
に
関
す
る
知
識

を
親
子
で
楽
し
く
学
べ
る
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
2�
日(

金)

午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

●
と
こ
ろ　

延
岡
地
方
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー(

延
岡
市
本
小
路
39—

３
延
岡

市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
と
な
り)

●
募
集
定
員　

20
組
（
小
学
校
４
〜

６
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
）

●
講
座
内
容　

金
銭
教
育
講
座　

リ

サ
イ
ク
ル
工
作
教
室

●
受
講
料　

無
料 

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
宮
崎
県
延
岡
地
方
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
８
２—

31—

０
９
９
８
）

●
応
募
資
格　

全
国
の
小
・
中
学
生

●
募
集
作
品　

題
材
及
び
内
容
は
自

由
、
未
発
表
作
品
１
人
１
首

●
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
作
品
、

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
可

●
応
募
先　

〒
８
８
３
︱
８
５
５
５

日
向
市
本
町
10
番
５
号　

日
向
市
役

所　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
「
全
国
こ
ど

も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

w
w

w
.city.h

yu
ga.m

iyazaki.jp
/

②
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ta
n
k
a
m

a
tsu

ri@
city

.h
y
u
ga

.
m

iyazaki.jp

●
締
切　

９
月
21
日
（
金
）、
郵
送
の

場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

文
化
振
興
係
（
☎
�3
︱
４
７
９
１
）

　

日
向
簡
易
裁
判
所
で
は
、
平
成
21

年
５
月
ま
で
に
始
ま
る
裁
判
員
制
度

に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
制

度
の
趣
旨
や
手
続
き
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
お
う
と
ビ
デ
オ
上
映
会
や

裁
判
所
の
見
学
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
興
味
の
あ

る
人
、
裁
判
所
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

見
て
み
た
い
と
興
味
を
お
持
ち
の
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
を
希
望
者
す
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
28
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

●
と
こ
ろ　

日
向
簡
易
裁
判
所
（
日

向
市
南
町
８
︱
７
）

●
対
象
者　

中
学
生
以
上

●
募
集
定
員　

30
人

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

日
向
簡

易
裁
判
所
（
☎
０
９
８
２—

�2—

２
２
１
１
）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

　

募集種目 募集人員（全国）※18年度参考数値 受験資格 受付期間 試験期日及び合格発表 入　校

防衛大学校学生
一般（男女）

・人文、社会科学専攻　約65人（うち女子約5人）
・理工学専攻　約295人（うち女子約20人）

高卒（見込含）
21歳未満

9/7 〜 28
一次 11/10、11

H20年
４月上旬

二次 12/11 〜 14
最終合格 H20/2/15

防衛医科大学校
学生（男女）

・約75人
高卒（見込含）
21歳未満

9/7 〜 28
一次 11/3、4

H20年
４月上旬

二次 12/5 〜 7
最終合格 H20/2/15

看護学生
（男女）

・陸上　約70人
高卒（見込含）
24歳未満

9/7 〜 28
一次 10/14 H20年３月

下旬〜
4月上旬

二次 11/17、18
最終合格 H20/1/10

防
衛
・
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
、
看
護
学
生
を
募
集

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
日

向
地
域
事
務
所
（
☎
�2—

６
９
１
４
）

　

ま
た
、
市
は
「
原
爆
写
真
パ
ネ
ル

展
」
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
１
日
（
水
）
〜
17
日

（
金
）
市
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　

県
で
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
及
び

健
康
診
断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の
み

な
さ
ん
を
対
象
と
し
た
平
成
19
年
度

が
ん
検
診
を
、
平
成
19
年
７
月
か
ら

12
月
の
期
間
中
に
県
内
９
医
療
機
関

(
宮
崎
・
延
岡
・
日
南
の
各
県
立
病

院
、
国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
、
小

林
市
立
市
民
病
院
、
済
生
会
日
向
病

院
、
高
千
穂
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、

串
間
市
民
病
院
、
国
立
病
院
機
構
宮

崎
病
院)

に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

　

受
診
料
は
無
料
で
す
の
で
、
健
康

管
理
の
た
め
に
受
診
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
検
診
日
は

各
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
お
近
く
の
保
健
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
丸
川
上
流
に
あ
る
石
河
内
第
一

発
電
所
、
渡
川
に
あ
る
渡
川
発
電
所

で
は
、
発
電
の
出
力
変
動
に
伴
い
、

発
電
所
か
ら
河
川
に
放
流
さ
れ
る
水

量
が
増
え
た
り
、
減
っ
た
り
し
ま
す
。

　

発
電
所
が
あ
る
河
川
の
下
流
で
は
、

天
候
に
か
か
わ
ら
ず
水
量
や
水
位
が

急
に
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
河
川
に
立
ち
入
ら
れ
る
場
合
は
、

水
位
の
変
化
に
十
分
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
人
は
、
現
況
届
が
必
要

で
す
。
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
の
状
況
と
、
８
月
１
日
現
在

の
児
童
の
養
育
の
状
況
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
を
提
出

し
な
い
と
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
ず
２

年
が
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
受
給

権
を
失
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
受
付
期
間　

８
月
１
日
（
水
）
〜

８
月
31
日
（
金
）

●
必
要
書
類　

印
鑑
、
児
童
扶
養
手

当
証
書
、
同
居
者
全
員
の
住
民
票
な

ど
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

県
で
は
現
在
、
母
子
世
帯
、
父
子

世
帯
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
県
内
の
母
子
世
帯
、

父
子
世
帯
の
皆
さ
ん
が
現
在
ど
ん
な

こ
と
で
困
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
希
望
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
知
り
、
今
後
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
を
他
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
と
な
ら
れ
た
人
に
は
、
８

月
末
ご
ろ
に
調
査
票
を
自
宅
宛
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

宮
崎
県
児
童
家
庭

課
（
☎
０
９
８
５—

26—

７
０
５
６
）

ま
た
は
福
祉
課
（
☎
内
線
２
１
６
４
）

　

在
宅
の
障
が
い
者
・
児
の
生
活
を

経
済
的
に
支
援
す
る
次
の
よ
う
な
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当　

中
程
度
以

上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父
母
な

ど
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合

・
対
象
児
童
が
各
種
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合

・
対
象
児
童
が
障
が
い
を
理
由
と
す

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
給
付
月
額　

１
級
５
０
、７
５
０
円

２
級
３
３
、８
０
０
円

●
特
別
障
が
い
者
手
当

　

著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
給
付
月
額　

２
６
、４
４
０
円

●
障
が
い
児
福
祉
手
当

日向市のホームページアドレス　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

　

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
登
録
申

請
に
基
づ
き
「
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を
作
成
し
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
登
録
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

９
月
１
日（
土
）
〜
９

月
５
日
（
水
）

●
登
録
資
格　

１
年
に
90
日
以
上
漁

業
を
営
み
、
ま
た
は
水
産
動
植
物
の

採
捕
も
し
く
は
繁
殖
に
従
事
す
る
人

な
ど
で
、
昭
和
62
年
12
月
６
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

●
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
内
線
２
２
３
３
）

　

８
月
６
日
は
広
島
、
８
月
９
日
は

長
崎
の
「
原
爆
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

８
月
1�
日
は
、
終
戦
記
念
日
で
す
。

　

非
核
平
和
宣
言
を
し
て
い
ま
す
日

向
市
は
、
こ
れ
ら
の
日
に
お
い
て
死

没
者
及
び
戦
没
者
の
め
い
福
と
世
界

恒
久
平
和
の
実
現
を
願
っ
て
、
次
の

時
間
帯
に
１
分
間
の
臨
時
サ
イ
レ
ン

の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
黙
と
う
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
８
月
６
日
（
月
）
午
前
８
時
1�
分

〜
１
分
間

・
８
月
９
日
（
木
）
午
前
11
時
２
分

〜
１
分
間

・
８
月
1�
日
（
水
）
正
午
〜
１
分
間

お
知
ら
せ

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
の
人
に
対
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

・
給
付
月
額　

１
４
、３
８
０
円

●
日
向
市
心
身
障
が
い
児
介
護
手
当

　

身
体
障
が
い
者
手
帳
も
し
く
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

（
20
歳
未
満
）
の
保
護
者
ま
た
は
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い

る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
給
付
月
額　

５
、０
０
０
円
（
た
だ

し
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
障
が
い
児
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
３
、０
０
０
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
内
線
２
１
７
１
）

・
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？
日
ご
ろ

か
ら
電
気
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
自
家
用
施
設
の
電
気
事
故
は
、
日

ご
ろ
の
チ
ェ
ッ
ク
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
自
然
災
害
に
そ
な
え
、
電
気
の
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

九
州
電
力
（
株
）

日
向
営
業
所  

０
１
２
０—

９
８
６—

７
０
２

　

夏
は
水
遊
び
の
楽
し
い
季
節
で
す

が
、
同
時
に
、
水
難
事
故
の
発
生
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
自
然
は
、
恐
ろ
し

い
一
面
も
持
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ

ず
に
、
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
の
水
難
事
故
は
親
が
目
を

離
し
た
す
き
に
、
そ
の
近
く
で
発
生

原
爆
被
爆
者
が
ん
検
診
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

募　

集

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

臨
時
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に

黙
と
う
の
ご
協
力
を

石
河
内
第
一
発
電
所
・
渡

川
発
電
所
か
ら
の
お
願
い

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

を
忘
れ
ず
に

ひ
と
り
親
世
帯
生
活
実
態

調
査
に
ご
協
力
を

ご
存
じ
で
す
か
？ 

障
が
い

に
関
す
る
手
当
制
度

経
済
産
業
省
主
唱 

８
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

大
切
な
命
を
守
る
た
め
救

急
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

な
ぎ
な
た
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

防
ご
う
！
水
難
事
故

み
や
ざ
き
消
費
者
フ
ェ
ア

２
０
０
７

第
７
回
若
山
牧
水
全
国

こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

裁
判
所
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
？

あ
な
た
も
裁
判
員
。

平
成
21
年
、
国
民
み
ん
な
の

裁
判
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

水
難
事
故
に
関
す
る
緊
急
連
絡
先

日
向
市
消
防
本
部　

☎
１
１
９

細
島
海
上
保
安
署　

☎
１
１
８

日
向
警
察
署　
　
　

☎
１
１
０
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■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
2�
日
で
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

納期限内に納めましょう
市県民税　　　　２期
国民健康保険税　３期
（納期　8月 1日〜 8月 31日）
（口座振替日　　　8月 27日）

税の納期

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑭

「
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘

」
が
昭
和
�6
年
に
県
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
梵
鐘
は
、
古
く
か
ら
鋳い

も
の物

の
産
地
と
し
て
有
名
な
大
分
県
大

分
市
駄だ

の
は
る原

で
造
ら
れ
た
も
の
で
、

在ざ
い
め
い
き
ょ
う

銘
鐘
の
中
で
は
南
九
州
で
最

も
古
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

天
文
18
年
（
１
５
４
９
）
に
願

主
で
あ
る
中な

か
ま
た
お
お
い
ざ
え
も
ん
の
じ
ょ
う
し
げ

俣
大
炊
左
衛
門
尉
重

昌ま
さ

と
い
う
人
物
が
一
族
の
無
病
息

災
な
ど
の
願
い
を
こ
め
て
冠
嶽
三

所
大
権
現
に
奉
納
し
た
も
の
で
、

文
中
に
日に

っ
し
ゅ
う
に
い
ろ
い
ん
や
ま
げ
ほ
う

州
新
納
院
山
毛
保
と
の

記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
16
世
紀

　

日
向
市
東
郷
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
い
え
る
冠
岳
。
東
郷
町
地
域

自
治
区
で
は
「
冠
岳
ふ
る
さ
と
千

年
の
森
」
を
設
定
し
て
山
の
自
然

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
と
共

に
、
私
た
ち
の
永
久
財
産
と
し
て

守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

屏び
ょ
う
ぶ風

の
よ
う
に
そ
そ
り
立
つ

雄
々
し
い
山
で
す
が
、
い
っ
た
ん

登
山
道
を
登
る
と
春
に
は
市
指
定

天
然
記
念
物
の
「
冠
岳
の
山
桜
群
」

が
咲
き
み
だ
れ
、
秋
に
は
紅
葉
狩

り
が
楽
し
め
る
山
で
、
東
郷
の
豊

か
な
自
然
を
存
分
に
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
頂
上
付
近
の
展
望
所
か

ら
望
む
景
色
は
、
眼
下
に
と
う
と

う
と
流
れ
る
耳
川
や
山や

ま
げ陰
の
町
が

見
下
ろ
せ
た
り
、
遠
く
日
向
灘
ま

で
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
絶
景

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
登
山
道
の
途
中
の
第

４
展
望
所
付
近
に
、
す
ば
ら

し
い
龍
の
彫
刻
が
彫
ら
れ
た

冠か
ん
む
り
だ
け
さ
ん
し
ょ
だ
い
ご
ん
げ
ん

嶽
三
所
大
権
現
の
お
社
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
お
社
に
奉
納
さ
れ
た

■
冠
嶽

　

三
所
大
権
現
の
梵
ぼ
ん
し
ょ
う鐘

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

に
は
当
地
が
山や

ま
げ毛

と
表
記
さ
れ
新

納
院
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

新
納
院
は
平
安
時
代
に
開
発

さ
れ
た
荘
園
で
、
建
久
７
年

（
１
１
９
７
）
の
日ひ

ゅ
う
が
の
く
に
ず
で
ん
ち
ょ
う

向
国
図
田
帳

に
は
児
湯
郡
内
に
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
の
ち
に
荘
域
を

拡
大
し
臼
杵
郡
に
ま
で
広
げ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
梵
鐘
は
宮
崎
県
の
中
世
史

を
理
解
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
羽
坂
区
硯す

ず
り
の野

に
分
祀
さ

歴 史 探 訪

冠
嶽
三
所
大
権
現
の
梵
鐘

相 談 日 程

れ
た
辰た

っ
て手
明
神
の
故
地
に
安
置

し
、
宮
司
で
あ
っ
た
寺
原
家
に
よ

り
代
々
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

■
行
政
相
談

と　

き　

８
月
22
日
（
水
）

10

：

00
〜
1�

：

00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

■
法
律
相
談(

☎
要
予
約)

と　

き　

８
月
９
日
（
木
）

10

：

00
〜
1�

：

00

と
こ
ろ　

社
会
福
祉
協
議
会

(

☎
�2—

１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と   

き　

８
月
22
日
（
水
）

10

：
00
〜
1�

：

00

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と   

き　

８
月
９
日
（
木
）

10

：

00
〜
12

：

00

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

(

☎
�2—

５
４
３
４)

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

８
月
20
日
（
月
）

10
：

00
〜
12

：

00

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し

ん
課
介
護
給
付
係
（
☎
内
線

２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、
火
、
木
、
金
）　

13

：

00
〜
16

：

00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
��—

１
６
６
０
）

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
巡
回
相
談

　

(

☎
要
予
約)

と　

き　

８
月
13
日
（
月
）

８
月
27
日
（
月
）

10

：

30
〜
16

：

00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
０
９
８
５—

29—

８
５
４
４
）

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

環 境 問 題

●
各
種
大
会

・
男
女
混
合
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

　

8
月
26
日
（
日
）
９

：

00
〜

　

参
加
締
切 

8
月
16
日
（
木
）

・
ス
タ
ー
ズ
杯
社
会
人

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

　

9
月
16
日
（
日
）
9

：

00
〜

　

参
加
締
切 

９
月
７
日
（
金
）

●
参
加
の
方
法

　

事
務
局
で
会
員
登
録
（
年
間

２
、０
０
０
円
）
と
各
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
参
加
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
教
室
へ
の
参
加

　

会
員
登
録
＋
参
加
料

（
１
、０
０
０
円
〜
４
、０
０
０
円
）

　

住
民
が
住
民
の
た
め
に
運
営
す

る
「
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
旧
岩
脇
中
学
校
・
平
岩
小

中
学
校
の
施
設
な
ど
を
利
用
し
て

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
約
80

人
の
会
員
が
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
一
般
の
サ
ー
ク
ル

な
ど
に
入
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
何
か
始
め
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
人
や
、
友
達
を
つ
く
り
た

い
と
い
っ
た
人
ま
で
市
内
外
の
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
教
室

・
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室

　

９
月　
（
全
４
回
）

　

毎
週
水
曜
日
19

：

30
〜
21

：

00

・
健
康
空
手

　

毎
週
火
曜
日
10

：

00
〜
11

：

00

・
社
交
ダ
ン
ス

　

毎
週
水
曜
日
19

：

30
〜
20

：

30

・
健
康
体
操

　

毎
週
金
曜
日
10

：

00
〜
11

：

30

●
サ
ー
ク
ル

・
ミ
ニ
テ
ニ
ス

　

毎
週
月
曜
日
19

：

30
〜
21

：

30

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

毎
週
木
曜
日
8

：

00
〜
10

：

00

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

毎
週
土
曜
日
13

：

00
〜
17

：

00

・
柔
道

　

毎
週
土
曜
日
18

：

30
〜
19

：

30

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

毎
週
日
曜
日
7

：

30
〜
10

：

30

・
ミ
ニ
バ
レ
ー

　

毎
週
日
曜
日
19

：

30
〜
21

：

30

・
和
太
鼓　

毎
週
火
・
土
曜
日

　

19

：

30
〜
21

：

30

・
パ
ソ
コ
ン

　

毎
週
火
曜
日　

19

：

00
〜

　

毎
週
金
曜
日　

13

：

30
〜

・
囲
碁

　

毎
週
木
曜
日
19

：

00
〜
21

：

00

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

・
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

　

会
員
登
録
＋
参
加
料
（
１
種
目

１
、０
０
０
円
※
２
、０
０
０
円
で

全
種
目
参
加
で
き
ま
す
）

・
大
会
へ
の
参
加

　

会
員
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
事
務

局
（
旧
岩
脇
中
学
校
内
☎
０
８
０

—

５
２
６
０—

１
５
１
５
）

　

him
ukayouyou@

yahoo.co.jp

HPh
ttp://h

im
ukayouyouclub.

w
eb.fc2.com

/

■悠々パス発行日程表（1 内線 2169）

ス ポ ー ッ

 

■
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に

　

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
許
せ
ま
せ
ん
！

　

悪
質
な
不
法
投
棄

　

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
や
透
明

袋
、
黒
袋
に
入
れ
ら
れ
、
市
内
の

道
路
脇
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
駐
車

場
に
昼
夜
を
問
わ
ず
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
や
猫
な
ど
に
荒
ら
さ
れ

て
異
臭
を
発
す
る
た
め
、
付
近
の

住
民
は
大
変
な
迷
惑
を
被
っ
て
い

ま
す
。
夏
場
に
向
け
て
暑
く
な
っ

て
く
る
と
腐
敗
が
進
み
、
ま
す
ま

す
悪
臭
を
放
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。

●
こ
れ
ま
で
の
対
策
は
？

　

警
察
署
や
保
健
所
、
門
川
町
と

連
携
し
て
対
策
会
議
を
開
き
、
監

視
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
、
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
で
市
民
へ
の

情
報
提
供
の
呼
び
か
け
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
投
棄
者

に
結
び
つ
く
よ
う
な
手
掛
か
り
は

な
く
、
現
在
も
問
題
解
決
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

安
全
で
清
潔
な
市
民
生
活
を
脅

か
す
悪
質
で
迷
惑
な
行
為
は
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
な
け
れ
ば
解
決
の
手
立
て
が

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ど
ん

な
些
細
な
情
報
で
も
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
悪
質
な
不
法
投
棄
の
根
絶

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
罰
則
を
ご
存
じ
で
す
か
？      

　

不
法
投
棄
の
罰
則
は
、
廃
棄
物

処
理
法
で
「
五
年
以
下
の
懲
役
、

も
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
併
科
」
と
な
っ
て
お
り
、

大
変
重
い
も
の
で
す
。

　

平
成
17
年
９
月
に
大
王
谷
幼
稚

園
西
側
で
市
環
境
整
備
課
が
最
初

の
液
状
食
物
残ざ

ん
さ渣

の
不
法
投
棄
を

確
認
し
て
か
ら
、
梶
木
、
大
王
谷
、

亀
崎
地
区
な
ど
市
北
部
を
中
心
に

こ
れ
ま
で
に
約
２
０
０
件
、
門
川

町
で
も
約
１
０
０
件
の
不
法
投
棄

の
事
例
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

●
液
状
食
物
残ざ

ん
さ渣
と
は
？

　

食
品
の
残
り
カ
ス
を
カ
ッ
タ
ー

の
よ
う
な
も
の
を
使
っ
て
細
か
く

砕
き
、
大
量
の
水
分
を
含
ん
だ
も

の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
係

（
☎
�3—

２
２
５
６
）

（　

�3—

９
２
６
０
）

メディアから発信される情報を評価・識別する能力が
今は試されています。私たちが見たり聞いたりする情
報をこの機会に、もう一度見直してみませんか？
●講座日時　　８月 23 日（木）午後７時〜
●会場　　　　文化交流センター３Ｆ　会議室
●講師　　　　髙崎　恵さん（オフィスピュア）
●参加料　　　無料
●問い合わせ　男女共同参画社会づくり推進ルーム
  「さんぴあ」（☎５０−０３００）

メディアリテラシー講座を開きます。



1819

	 人　口	 62,993	 人	 〈	ー10	〉
	 男	 29,635	 人	 〈	ー15	〉
	 女	 33,358	 人	 〈	＋　5	〉
	世帯数	 24,291	 世帯	 〈	＋　1	〉

	転　入	 139 人	 転　出	 147 人
	出　生	 41 人	 死　亡	 43 人
		面　積　	 	 	336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

野別　龍
た つ き

氣ちゃん
( 平岩 )

田中　星
せ な

奈ちゃん
( 塩見 )

市役所は☎ 52 － 2111・東郷町地域自治センターは☎ 69 － 2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス

〈
さ
〉

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

～止まって確認！無事故に挑戦～

５月中の交通事故
	人身事故	 死亡	 負傷者	 物損事故
　43件	 0 人	 59 人	 98 件
	（ー 11）	 （0）	 （ー 12）	（＋ 10）

日向市の人口と世帯
　（含む外国人登録者／ H19.7.1 現在）

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
８
月
2�
日
（
金
）

　
　
　

８
月
31
日
（
金
）

対
象
／
平
成
19
年
５
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
８
月
８
日
（
水
）

対
象
／
平
成
19
年
１
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
８
月
21
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
７
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
８
月
９
日
（
木
）

対
象
／
平
成
18
年
１
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
８
月
１
日
（
水
）

対
象
／
平
成
16
年
１
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
��
分
〜
１
時
1�
分

・
３
か
月
児
・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

　

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
な
睡
眠

で
す
が
、
単
純
に
睡
眠
時
間
が
長

け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
質
の
よ
い
眠
り
に
は
、

眠
り
の
リ
ズ
ム
や
深
さ
も
大
切
な

要
素
。
そ
の
た
め
に
は
、
乳
幼
児

期
に
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
寝
る
子
は
育
つ
」
は
本
当
で
す

　

睡
眠
に
は
い
く
つ
か
の
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
関
係
し
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
骨
に
働
き
か
け
て
身

長
を
伸
ば
す
な
ど
、
子
ど
も
の
発

育
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
「
成

長
ホ
ル
モ
ン
」
は
、
夜
中
の
深
い

眠
り
の
と
き
に
分
泌
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
い
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
、
子
ど
も
の
成
長

は
、
眠
り
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
規
則
正
し
い
生

活
が
大
切
で
す

　

私
た
ち
の
体
の
中
に
あ
る
体
内

時
計
は
、
１
日
約
2�
時
間
の
周
期

で
す
が
、
朝
、
太
陽
の
光
を
浴

び
る
こ
と
で
、
地
球
時
間
の
2�
時

間
周
期
に
リ
セ
ッ
ト
し
て
い
き
ま

す
。
夜
更
か
し
を
し
て
い
る
と
、

こ
の
体
内
時
計
の
ズ
レ
が
大
き
く

な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
時
差
ぼ
け
の

よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

体
温
や
血
圧
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

な
ど
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
昼
と
夜

の
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
体

内
時
計
が
ず
れ
て
く
る
と
、
生
体

リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
、
心
や
体
に
さ

ま
ざ
ま
な
不
調
が
出
て
き
ま
す
。

最
近
は
、
大
人
の
生
活
が
夜
型
に

な
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
に
引
き
ず

ら
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
が
眠
り

に
つ
く
時
間
が
遅
く
な
っ
て
い
ま

す
。
睡
眠
は
、
心
と
体
の
成
長
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
大
人

の
都
合
で
子
ど
も
を
起
こ
し
て
、

「
寝
る
子
は
育
つ
」
こ
と
を
、
じ

ゃ
ま
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
は
、
睡
眠
リ

ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム

と
睡
眠

結
核
検
診
（
東
郷
地
区
）

　

下
記
の
と
お
り
、
東
郷
地
区
の

会
場
で
結
核
検
診
を
行
い
ま
す
。

●
検
診
料　

無
料

●
対
象
者　

6�
歳
以
上
の
人
（
今

年
度
中
に
6�
歳
に
な
る
人
か
ら
対

象
と
な
り
ま
す
）
※
対
象
者
に
は

事
前
に
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
の

で
、
受
診
す
る
際
は
、
ハ
ガ
キ
の

受
診
券
を
切
り
取
っ
て
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
※
日
向
地
区
で
の
検
診

は
10
月
〜
11
月
の
実
施
で
す
。
詳

し
い
日
程
な
ど
は
、
広
報
10
月
号

に
掲
載
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
健
康
診
査
（
集
団
）

　

８
月
と
９
月
の
基
本
健
康
診
査

（
集
団
健
診
）
の
会
場
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

８
月
22
日
（
水
）
午
前
・
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
９
月
７
日
（
金
）

午
前
・
南
日
向
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ
ー
、
９
月
７
日
（
金
）
午
前
・

美
々
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
10

月
９
日
（
火
）
午
前
・
塩
見
農
村

婦
人
の
家
、
10
月
９
日
（
火
）
午

後
・
比
良
比
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
前
の
会
場
：
午

前
８
時
〜
９
時
、
午
後
の
会
場
：

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

日
曜
健
診

　

平
日
受
診
で
き
な
い
人
は
、
日

曜
健
診
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

●
と
き　

10
月
1�
日 

午
前･

午
後

●
と
こ
ろ　

市
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー

①
基
本
健
康
診
査
の
み
（
対
象
年

齢
19
歳
以
上
）
②
基
本
健
康
診
査

と
胃
が
ん
検
診
の
セ
ッ
ト
健
診

（
対
象
年
齢
30
歳
以
上
）

※
①
ま
た
は
、
②
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

健 康 家 族 道 駅 探 検
■
健
（
検
）
診
日
程
の

　

ご
案
内
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
３
）

（　

�6—

１
４
２
３
）

道
の
駅 

と
う
ご
う

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
☎ 56－ 3800
●営業時間
午前10時〜午後10時
●８月の休館日

６日（月）のみ
※第３月曜日は通常通り営
業します。

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
※QRコード対応の携帯電話をお
持ちの人は、下のコードを読み取
ると簡単にアクセスすることがで
きます。

うな丼セット
おねだん　　　８５０円から

い日が続いていま
すが、夏バデし

ていませんか？	レスト
ラン潮音では皆さまの
為に、夏の人気メニュ
ー「うな丼セット」を
ご用意しました。芽か
ぶサラダ、チキン南蛮、
お刺身からお好みの品
とセットでどうぞ！ぜ
ひ、ご賞味ください。
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お
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か
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ラ
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り
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す
。

懐かしいふるさとの香りや、あた
たかさがたっぷり詰まってます！
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■問い合わせ
東郷町ふるさと公社
「味工房」まで。
☎ 68－ 3070
●施設利用時間
午前9時〜午後4時

◎ふるさと市場
毎週	水・土・日	祝祭日
午前７時〜午後５時

牧水盛り膳
おねだん 3,000 円「耳川」
 5,000 円「尾鈴」

元で採れた新鮮な
食材をふんだんに

使い、歌人若山牧水もこ
よなく愛した料理にアレ
ンジを加えた、ここでし
か味わえない特別な盛り
膳「牧水盛り膳」。多数
ご注文を受け好評をいた
だいてます。皆さんもぜ
ひ一度、ご賞味ください。

地

■
ふ
る
さ
と
味あ
じ
こ
う
ぼ
う

工
房

　

地
元
で
採
れ
た
そ
ば
粉
を
使
っ

た
つ
な
ぎ
な
し
１
０
０
％
「
純
手

打
ち
そ
ば
」
は
、
こ
こ
で
製
造
し
、

販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
ば

打
ち
、
と
う
ふ
、
こ
ん
に
ゃ
く
づ

く
り
な
ど
も
体
験
で
き
ま
す
。

（
体
験
に
は
☎
予
約
が
必
要
で
す
）

海の見えるレストラ
ンでお食事をしませ
んか？

サービスの内容
を随時更新して
います！どうぞ
ご覧ください。

●結核検診日程表（東郷地区）
検診日 時　間 会　場

8月 26日
　８：００〜　９：００ 寺迫小学校

１３：３０〜１４：３０ 庭田公民館

8月 27日
　８：００〜　９：００ 福瀬区公民館

１３：３０〜１４：３０ やすらぎ館

8月 28日
　８：００〜　９：００ 羽坂区公民館

１３：３０〜１４：００ 田野区公民館

8月 29日 　８：００〜　９：００ 道の駅「さくら館」

8月 30日
　８：００〜　９：００ 牧水公園「ふるさとの家」

１３：３０〜１４：００ 仲深区公民館

8月 31日 　８：００〜　９：００ 越表体育館

9月 1日
　８：００〜　９：００ 迫野内区公民館

１３：３０〜１４：００ 道の駅「さくら館」

9月 2日 　８：００〜　９：００ やすらぎ館
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０
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。
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台
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令
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あ
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。

こ
れ
か
ら
が
災
害
シ
ー
ズ
ン
本
番
。
く
ど
い
よ

う
で
す
が･･･
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7月 20日から 3日間にわたり開かれた細島みなと祭
り。航海の安全と大漁を祈願しました。表紙写真は、
最終日、「東若」と「南若」太鼓台のぶつかりあいです。
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